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アプリケーションの起動 

 
デスクトップ上のショートカットをダブルクリックします。 

（下図は一例です。使用しているパソコンによって、デスクトップ画面は変わります。） 
 

 
 
≪初めての起動の場合≫ 
 

 各種設定を行うための確認画面が表示されます。指示に従って、条件などを入力して下さい。 
 設定ファイルが正常に保存されると、2 度目以降の起動時には表示されません。 
 

① 設定画面を開くメッセージが表示されます。OK ボタンをクリックして下さい。 
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② 設定画面が表示されます。各項目を設定して、確認ボタンをクリックして下さい。 
この画面は、後でアプリケーションから開いて修正することもできます。 

 

 
 
 ＜設定項目説明＞ 

 

 

Web-EDI URL 発注データを受信する時に開くWebサイトの URLを入力します。 

 
＜読込み出力関係＞ 

読込みフォルダ 発注データをシステム内に取込む際にデフォルトで表示するフォ

ルダのパスを入力します。 

書出しフォルダ 請求データをシステムから出力する際にデフォルトで表示するフ

ォルダのパスを入力します。 

書出しファイル名 請求データをシステムから出力する際にデフォルトで表示するフ
ァイル名を入力します。 
（この項目で設定した内容の後に日付&時間が追加され表示され

ます。） 

 
＜プリンタ設定＞ 

伝票用 伝票を出力するドットプリンタ名をリストから選択します。 

品揃えリスト用 品揃えリストを出力するプリンタをリストから選択します。 
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③ 続いて業務設定を行うメッセージが表示されますので、OK ボタンをクリックして下さい。 
 

 
 

④ 業務設定画面が表示されます。 
 

 
 
 ＜設定項目説明＞ 
 

PALEMO締日 締日を入力して下さい。ここで設定した締日に基づいて、アプリケーショ
ンで処理を行います。 
デフォルト（初期自動設定値）は 20 日です。 

＜保存条件＞ 

発注データ 発注データの保存期間を月単位で、1～24 ヶ月の範囲で入力して下さい。 

ここで設定した保存期間は、「保存データ削除処理」で検索条件として表

示されます。デフォルトは 3 ヶ月です。 

請求データ 発注データの保存期間を月単位で、1～24 ヶ月の範囲で入力して下さい。 
ここで設定した保存期間は、「保存データ削除処理」で検索条件として表

示されます。デフォルトは 6 ヶ月です。 

PBマスタデータ PBマスタデータの保存期間を月単位で、1～24 ヶ月の範囲で入力して下
さい。 
ここで設定した保存期間は、「保存データ削除処理」で検索条件として表

示されます。デフォルトは 2 ヶ月です。 
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＜各ボタン説明＞ 

デフォルトに戻す このボタンをクリックすると、確認のメッセージが表示され、入力された

データは廃棄され、デフォルト値が入力されます。 

 

確認 各項目の設定が終わったら、この確認ボタンをクリックします。 

取消し 業務項目の設定をキャンセルする場合にこのボタンをクリックします。 
設定はされませんので、アプリケーションの起動はできなくなり、エラー

メッセージが表示されます。 

 
 
⑤ 設定が正常に終了すると、アプリケーションが起動し、メインメニューが表示されます。 
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メインメニュー 

 

 

アプリケーションが起動すると、このメインメニューが表示されます。 
業務を選択し、処理を行って下さい。 
サブメニューがある場合はその内容に画面が切り替わります。サブメニューがない場合は、処理画

面が表示されます。 
 
メニューの選択方法は、次の 3 種類です。 

 
① 番号が振られているすぐ右の BOX内を、マウスでクリックする。 
② 番号に対応したファンクションキーを押す。 

（例．1 の「データ入出力処理」を選択する場合は  F1  キー） 
③ 画面下部のコマンド入力欄に、メニューに対応した数字を入力する。 

 

※全画面共通操作 
Ctrl + W アクティブな画面を終了します。 
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メインメニュー１ データ入出力処理 

 
メインメニューから「1.データ入出力処理」を選択すると、「データ入出力メニュー」に切り替わ

ります。 
 

 
 
＜メニュー項目説明＞ 
 

1. Web-EDI に接続 設定画面で指定した URLに接続します。 
Webシステムの手順に従い発注データをダウンロードして下さい。 
ダウンロード中は「発注データをインポートしています。」とメッ

セージが表示されます。 

5.発注データ読込 ファイルの指定の画面が開きます。発注データを選択して下さい。 
指定した発注データを読み込みます。データの大きさによっては、

多少時間のかかる場合があります。 

6. PBタグマスタ読込 受信した PBタグマスタを読み込みます。 

ファイル指定の画面が開きますので、上記の「1. Web-EDI に接続」
でダウンロードしたファイルをダイアログ上で選択して下さい。 
その後ファイルの取り込みが行なわれます。 

発注データの読込の場合はデータ取り込み後、確認のメッセージが

表示されます。そこで OK を選択することにより確定されます。 

9.メインメニューへ この画面を閉じて、メインメニューを開きます。 
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 発注データ指定画面例 

 

 

発注データ読み込み中には、メッセージが表示されます。 
データ量によっては、多少時間がかかる場合があります。終了するまで、そのままでお待ち下さい。 
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メインメニュー２ 受注処理（伝票操作） 

 
メインメニューから「2.受注処理」を選択すると、「受注データ処理メニュー」が表示されます。 

 

 
 

＜メニュー項目説明＞ 

1.未出力伝票発行 出力されていない受注データを読み込み、ファイル単位で表示し

ます。 

3.保存データ削除 データベース内に保存されている受注データを、業務設定の条件

に基づいて削除します。 

9.メインメニューへ この画面を閉じて、メインメニューを開きます。 
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(1)  未出力伝票処理 

 

上の図は、伝票操作画面の初期状態です。 

 上段には読込みを行ったファイル単位で表示します。 
 
 ＜項目説明＞ 

管理 No  ファイルを読込むたびに、本システムで付番した数字を表示します。 

データ日付 センター側が処理をした日付を表示します。 

読込日 本システムでファイルの読み込みを行った日付を表示します。 

伝票枚数 データ内の伝票枚数を表示します。 

発注書枚数 データ内の発注書の枚数を表示します。 

伝票出力日 本システムで一括伝票印刷を行った日付を表示します。 

品揃出力日 本システムで一括品揃え出力を行った日付を表示します。 
 

＜画面下 各ボタン説明＞ 

伝票印刷 
（F1 キー） 

画面上部で選択されている管理№の伝票を全て印刷します。 
「伝票出力日」セルのボタンと同じ機能です。 

品揃印刷 

（F2 キー） 

画面上部で選択されている管理№の品揃リストを全て印刷します。 

「品揃出力日」セルのボタンと同じ機能です。 

伝票明細 
（F5 キー） 

画面上部で選択されている管理№の伝票明細を表示します。 
「伝票枚数」セルのボタンと同じ機能です。 

品揃明細 
（F6 キー） 

画面上部で選択されている管理№の発注明細を表示します。 
「発注書枚数」セルのボタンと同じ機能です。 

戻る（F9 キー） この画面を閉じて、「受注データ処理」メニューに戻ります。 
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 「伝票枚数」・「発注書枚数」・「伝票出力日」・「品揃出力日」のセルにカーソルを移動させると、表

示がボタンに変化します。 
 ボタンが表示されている時に、マウスクリ

ックかスペースキーを押すことで、それぞれ

のボタンに関連した処理を行うことができま

す。 

 
＜各ボタン説明＞ 
 

①伝票発注ボタン 
対象行のデータ内の伝票一覧を下段に表示します。 

 

● 伝票 Noボタン 
伝票 Noセルのボタンを押すと、その伝票を単枚印刷することが可能です。 

 

 
 
 

 
 
 

 
● 発注 Noボタン 
発注 Noセルのボタンを押すと、数量明細の表示・修正画面を開きます。 

 
 
出荷数量の変更が発生した場合、この画面から納品数を変更して下さい。 
変更後、 確定 ボタンをクリックするか、 F1 キーを押すことにより入力した数字で確定します。 

確定と同時に上記の画面は消えます。 
なお、ここで訂正された数量はこの後の処理全てに反映されます。 
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取消ボタンをクリックするか、F9 キーを押すと、取り消し確認のメッセージが表示されます。OK
ボタンをクリックすると、この画面で入力したデータは反映されず、廃棄されます。キャンセルボ

タンをクリックすると、発注数量訂正画面に戻ります。 

 

 
②発注書枚数ボタン 
 

対象上のデータ内の発注一覧を下段に表示します。 

  

発注 Noボタンを押すことにより、単枚で発注書を出力することが可能です。 
 

③伝票出力日ボタン 
 
 伝票出力日ボタンをクリックすると、その管理№のすべての発注伝票を印刷します。 

 印刷確認のメッセージが表示されますので、専用用紙の準備ができたら OK ボタンをクリックし
て下さい。 

 

 

④品揃出力日ボタン 
 
 品揃出力日ボタンをクリックすると、その管理№の品揃リストを印刷します。 

 印刷確認のメッセージが表示されますので、用紙の準備ができたら OK ボタンをクリックして下
さい。 
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(2) 保存データ削除 
 

 データベース内に保存されている受注データを、業務設定の条件に基づいて削除します。 
 メニューからこの項目を選択すると、削除対象データ検索画面が表示されます。 
 

 

 
① 画面右上に業務設定で登録されている条件が、あらかじめ表示されています。検索条件を変え

たい場合はここで数値を修正して下さい。 
※ ここで条件を修正しても、システムの業務設定は修正されません。この画面上のみ有効

となります。 

 
② 上記条件で検索ボタンをクリックします。 
③ 検索結果が画面左側に表示されますので、削除するデータの CK欄にチェックを入れて下さい。 

④ チェック内容を削除ボタンをクリックします。 
⑤ 削除確認メッセージが出ますので、OKをクリックします。 

 

⑥ 処理終了メッセージが出ますので、OKをクリックします。 
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 ＜画面下 各ボタンの説明＞ 

検索（F1 キー） 表示されている条件で検索を行います。 

実行（F5 キー） CK欄にチェックされているデータを削除します。 

戻る（F9 キー） この画面を閉じて、「受注データ処理メニュー」に戻ります。 
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メインメニュー３ 印字データ操作 

 
メインメニューから「3.印字処理」を選択すると、「印字データ操作」画面が表示されます。 

 

 
 
値札・PB札に関する画面です。 

 
＜画面説明＞ 
 

左上 読込を行ったデータを、ファイル単位で表示します。 

右上 ファイル内のデータを集計し、札種単位で表示します。 

下 右上札種単位のデータの明細を表示します。 
 

＜各ボタン説明＞ 
 

左上 管理 No 右上画面にその管理№の札別データを表示します 

管理 No 下部画面にその札別の明細データを表示します。 
右上 

札名 その札を一括出力します。 

下 管理 No 明細ごとに札を出力します。出力数量を訂正できます(※) 
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※ 札出力数量訂正 

  

画面下部の管理 Noボタンを押した後に、このウインドウが開きます。 

表示されている数量を訂正することで、値札プリンタより出力する数量を変更することが可能です。 
デフォルトの数量は、発注された数量が表示されます。 
（伝票操作画面で数量を訂正した場合は、訂正後の数量が表示されます。） 
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メインメニュー４ 請求処理 

 
メインメニューから 「4. 請求処理」を選択すると、「請求処理メニュー」が表示されます。 

請求データを作成する処理を行います。 
 

 
 
(1) 締日入力 
 

 締め処理を行う前に、この画面で締め日を入力します。 
 ここで指定した期間内に伝票発行された明細に、フラグをたてます。 
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(2) 請求送信データ作成 
 

 
伝票発行済みデータから請求データを作成し、当月請求を行うデータを選択する画面です。 

 
＜各画面説明＞ 

左 今回対象になったデータの一覧です。 

右上 今まで行った請求処理を請求単位で表示します。 

右中 画面右上の行単位の明細を表示します。 

再請求を行う場合この明細の対象行の CK欄をチェックして下さい。 

右下 次回以降請求と思われる明細を表示します。 
対象月内でも伝票発行されていない明細は、ここに表示されます。 

 
＜各ボタン説明＞ 

右上 管理 No 画面右中にその行の明細を表示します。 

出力( F1 キー) 
データの選別が終わり、請求ファイルを作成するには  F1  キーを

押すか、画面右下の「出力」と書いてある所をクリックして下さい。 下 

戻る( F9 キー） この画面を閉じて、請求処理メニューに戻ります。 
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出力ボタン、または F1 キーを押すと、対象データの伝票枚数及び金額の合計を表示しますので、
OKであれば OK ボタンを押し、ファイルを保存して処理を進めて下さい。 
保存されたデータは速やかに送信して下さい。 
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メインメニュー８ 各種設定 

 
メインメニューから 「8. 各種設定」を選択すると、「各種設定メニュー」が表示されます。 

システムの設定を表示・修正します。 
 

 
 
＜メニュー項目説明＞ 

1.設定 システムを使用する上で必要な設定をする画面を開きます。 

2.業務設定 締め日、保存条件を設定する画面を開きます。 

3.カスタム出力設定  

5.ヘルプ  

6.バージョン バージョン情報を開きます。 

9.メインメニューへ この画面を閉じて、「メインメニュー」を開きます。 

 
 



－21－ 

(1) 設定 
 
 各種設定メニューから「1.設定」をクリックすると、設定画面が表示されます。 

 この画面では、システムを使用する上で必要な設定を行います。 
 データは、アプリケーションの初回起動時に設定された値が表示されています。 
 

  
  
設定内容説明 

 

Web-EDI URL 発注データを受信する時に開くWebサイトの URLを入力します。 

 

＜読込み出力関係＞ 

読込みフォルダ 発注データをシステム内に取込む際にデフォルトで表示するフォ

ルダのパスを入力します。 

書出しフォルダ 請求データをシステムから出力する際にデフォルトで表示するフ

ォルダのパスを入力します。 

書出しファイル名 請求データをシステムから出力する際にデフォルトで表示するフ

ァイル名を入力します。 
（この項目で設定した内容の後に日付&時間が追加され表示され
ます。） 

 

＜プリンタ設定＞ 

伝票用 伝票を出力するドットプリンタ名をリストから選択します。 

品揃えリスト用 品揃えリストを出力するプリンタをリストから選択します。 
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(2) 業務設定 
 

各種設定メニューから「2.業務設定」をクリックすると、業務設定画面が表示されます。 
 この画面では、締め日と保存条件の設定を行います。 
 データは、アプリケーションの初回起動時に設定された値が表示されています。 

 

 
 

 
 ＜設定項目説明＞ 
 

PALEMO締日 締日を入力して下さい。ここで設定した締日に基づいて、アプリケーショ
ンで処理を行います。 
デフォルト（初期自動設定値）は 20 日です。 

＜保存条件＞ 

発注データ 発注データの保存期間を月単位で、1～24 ヶ月の範囲で入力して下さい。 

ここで設定した保存期間は、「保存データ削除処理」で検索条件として表

示されます。デフォルトは 3 ヶ月です。 

請求データ 発注データの保存期間を月単位で、1～24 ヶ月の範囲で入力して下さい。 
ここで設定した保存期間は、「保存データ削除処理」で検索条件として表

示されます。デフォルトは 6 ヶ月です。 

PBマスタデータ PBマスタデータの保存期間を月単位で、1～24 ヶ月の範囲で入力して下
さい。 
ここで設定した保存期間は、「保存データ削除処理」で検索条件として表

示されます。デフォルトは 2 ヶ月です。 
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＜各ボタン説明＞ 

デフォルトに戻す このボタンをクリックすると、確認のメッセージが表示され、入力された

データは廃棄され、デフォルト値が入力されます。 

 

確認 各項目の設定が終わったら、この確認ボタンをクリックします。 

取消し 業務項目の設定をキャンセルする場合にこのボタンをクリックします。 
設定はされませんので、アプリケーションの起動はできなくなり、エラー

メッセージが表示されます。 

 
 
 

(6) バージョン情報 
 
 各種設定メニューから「6.バージョン情報」をクリックすると、現在使用しているこのアプリケー

ションのバージョンが表示されます。 
 システム管理者に連絡する場合には、このバージョン情報（下図の場合“0.3.0”）も合わせてお知
らせ下さい。 
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メインメニュー９ 終了 

 
 アプリケーションを終了します。 

 このときに、使用しているデータベースのメンテナンスを自動で行っています。 
 


